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　時系列センサ・データを利用したデータ分析プロ
ジェクトを例として，データサイエンス（ここでは
データ分析）を体験します．データ分析の流れとし
て，テーマ決め，可視化，前処理，モデリング，デ
プロイがあります．特に前処理，モデリングの行程
においては機械学習アルゴリズムを利用しつつ進め
ていきます．分析を行うPythonのプログラムは
Google Colaboratoryでも体験できます（図1）．

データ分析の全体像

　図2に代表的なデータ分析の全体像を示します．こ
れはCRISP-DM（1）という，データ分析で現実問題を
解くためのフレームワークです．このフレームワーク
では，データ理解，前処理，モデリング，モデルの評
価までを何度も繰り返し，最終的にモデルを継続的に
利用するモデルのデプロイまでを行います．以下に分
析の6段階を記し解説していきます．
① 分析テーマを決める（図2中の「ビジネスの理解」

に当たる）
②データの理解
③データの可視化
④前処理

⑤モデリングと評価
⑥モデルのデプロイ

この中で何より重要なのは，分析すべきテーマを決
めることです．特にビジネスではここを間違うと，実
際の業務に生かせなかったり，コストだけがかかり成
果が得られなかったりと，悲しい事態を招きます．
AIを使えば何とかなる，というような考え方をして
いると大体テーマ選定のところでつまずくことになる
ので，注意が必要です．

①分析テーマを決める

　テーマを選択するとき，何を基準にしたらよいでしょ
うか．趣味の場合はある程度興味に沿った内容でよい
のですが，もしビジネスならば，有効なテーマを検討
することは非常に重要です．というのも，データ分析
やAIの活用がいわゆるPoC（実証実験）で止まってしま
うことの多くはテーマの選定が不適切であるためです．

● 適切なテーマの決め方
適切なテーマとはどのようなものかを考えます．

データ分析のテーマは，課題が解決されたときの価値
と課題解決の実現性と言う2つの軸を使って考えるこ
とをお勧めします（図3）．
▶課題が解決されたときの価値を考える

例えば，よくあるテーマとして「AIで装置の異常検
知をしたい」と言うものがあります．この分析テーマ
に対して価値を算定する場合，異常が起きた場合にど
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図1　本稿でやること…センサ・データとGoogle Colaboratory
でデータ分析を体験する

図2（1）　代表的なデータ分析の全体像
データ分析で現実問題を解くためのフレームワーク「CRISP-DM」のフ
ロー
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GoogleColaboratoryの実行プログラムと，Pythonの実行プログラムは，本誌ウェブ・
ページからダウンロードできます． 
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